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まえがき

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日

本工業規格である。

これによって，JIS K 1901：1983 は改正され，この規格に置き換えられる。

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。
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日本工業規格　　　 JIS
K 1901：2003

カーバイド

Calcium Carbide
CaC2 FW : 64.10

1. 適用範囲　この規格は，アセチレン発生に使用するカーバイドについて規定する。

2. 引用規格　次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。

JIS B 7411　一般用ガラス製棒状温度計

JIS G 3302　溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

JIS K 0050　化学分析方法通則

JIS K 8001　試薬試験方法通則

JIS M 8100　粉塊混合物－サンプリング方法通則

JIS P 3801　ろ紙（化学分析用）

JIS R 3505　ガラス製体積計

JIS Z 8401　数値の丸め方

JIS Z 8801-1　試験用ふるい－第 1 部：金属製網ふるい

JIS Z 8801-2　試験用ふるい－第 2 部：金属製板ふるい

3. 種類

3.1 塊の大ききによる種類　カーバイドの塊の大きさによる種類は，次の 4 種類とする。

a) 特大塊

b) 大塊

c) 中塊

d) 小塊

3.2 ガス発生による種類　カーバイドのガス発生量による種類は，次の 3 種類とする。

a) 1 号

b) 2 号

c) 3 号

3.3 ガス中の不純物による種類　カーバイドから発生するガス中の不純物による種類は，次の 2 種類と

する。

a) 1 級

b) 2 級


